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１．要旨

　タイ系諸族のひとつプータイに関しては、その民族の定義において、長い間あいまいであった。本研究は、そ

のあいまいであった原因を明確にし、プータイの定義をしっかりと確認することから始めた。その結果、プータ

イは広義のプータイと狭義のプータイに分けられることがわかった。

　本研究は、ラオス中南部サワンナケート県で、狭義のプータイの村を対象に、植物利用を中心に生活や、言語

などをも調査していき、現在ラオス中南部に居住するプータイの民族的背景、社会環境や生態環境をあきらかに

することを目的としている。

２．調査地の概要

　サワンナケート県は北緯 16 ～ 17 度、東経 105 ～ 107 度に位置し、ラオス中南部に位置する。標高はメコ

ン川沿いの 100 ｍから約 230 ｋｍ先のベトナム国境沿いのラオバオ峠の 240 ｍまで、緩やかに変化している。

面積は 21774 ｍ２でラオス最大の県である。地形的には面積の 58％を占める西部地方の低地と、42％を占める

東部の丘陵地に分かれる。

　 雨季と乾季が明瞭に現れ、気温は年間を通して高く、年平均気温はおよそ２６℃である。降雨は比較的気温

の高い 4 月中旬から 10 月中旬の６ヶ月間に集中しており、長期観測による年平均降水量はおよそ 1710 ｍｍで

あるが、年変化も大きい [ 2003　日本製紙連合会 ]。　

　今回は、県東部のベトナムとの国境に位置するウイラブリー郡、および同県西部にあるチャンポン郡のプータ

イ村にて調査をおこなった。チュオンソン山脈に接し、山に囲まれたウイラブリー郡に対して、チャンポン郡の

位置する県西部は平坦であり、付近に大きな山はない。調査村の近くにはチャンポン川が流れ、一帯には低地が

広がっているため、洪水や干ばつの被害に遭いやすい。
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３．調査地の歴史的背景

　サワンナケート県東部に位置するウイラブリー郡周辺は、ベトナムとラオスを隔てるチュオンソン山脈の中で

も、標高の低いラオバオ峠に近く、ベトナムとの往来は比較的容易である。そのため、この付近は昔からベトナ

ムからラオス、そして東北タイへの人の移動の経路であった可能性が高いと考えられている（1992　星野）。調

査地での聞き取りの結果、少なくとも 1800 年代にはプータイの人々の村がいくつか成立し、一帯はムアン・ア

ンと呼ばれていたことがわかった。ムアン・アンに村落が成立する以前にこのプータイの人々がどこに居住して

いたのかはよくわかっていない。その後、仏教を受容し、この付近でははじめての寺院を建立したという。

　18 世紀初頭、現在のラオスの位置には 3 つの王国が存在し、いずれの王国もタイやベトナムへ服属しなけれ

ばならなかった。そのなかのビエンチャン王国の王アヌウォンは、その服属を嫌って、1826 年タイ領・イサー

ンに侵攻、翌年にはタイからの独立を宣言したが、反撃に遭い、退却した。1831 年、ラーマ 3 世はビエンチャ

ンに討伐軍を送りアヌ王とその一族を捉えた。その後、アヌはバンコクでさらし首にされた。このアヌ王の反乱

に際して、多くの人々が東北タイへの強制移住を余儀なくされた。この反乱に際して、ムアン・アンではアヌ王

の親族を匿ったため、タイの侵攻を受けるなどして、人々は連行されたり、逃亡したりした。その人々の一部が、

同じサワンナケート県でも西部にあたるチャンポン郡に定住をはじめ、チャンポン川の支流に TK 村を拓いた。

それが、TK 村の起源となったという。TK 村では、ベトナム戦争中に村の寺院が北ベトナム軍の拠点となった。



79

2005 年度生態史プロジェクト報告書

森
林
農
業

爆撃など戦火に巻き込まれ死傷する村人も出たことから一部の村人が TK 村を離れ、すぐ近くの森であったとこ

ろを伐り拓き住居を構え、TM村を建設した。つまりは、TM村は、このときTK村から派生した村である。N村は、

TK 村 TM 村から西に 6 ｋｍほどに位置するプータイの村で、コークと呼ばれるやや乾燥した森林に近いところ

にある。聞き取りの結果、N 村は、200 年ほど前に同じくサワンナケート県の東部に位置するセポーン郡など

（一部は TK 村と同じウイラブリー郡？）から移ってきた人たちが建設したボング村に起源を持つ。150 年程前に、

疫病（赤痢かコレラ）が大流行したため、ボング村は放棄され、新たにドンカトゥップ村が建設された。そこか

らいくつかの村が派生したが、その一つがＮ村である。上記 3 村は現在、いずれも行政上はチャンポン郡タレ

オ地区に属している。

４．調査方法

　調査期間は 2005 年 9 月から 11 月までの計 3 ヶ月であり、その期間に TM 村に滞在しデータを収集した。調

査方法は、主にインタビューシートを用いた村人へのインタビューとホームガーデンでの有用植物の種名の記録

である。インタビューの内容は、主に生業、森林利用、植物の利用法、家族構成などに関してである。

　TM 村（タレオマイ村）では 123 世帯中 87 世帯、TK 村（タレオカオ村）では 44 世帯中 42 世帯、N 村（ナー

タイ村）では、52 世帯中 50 世帯の計 179 世帯に対して調査を行った。

　調査村の選定などの予備調査は 8 月に行った。また、10 月下旬に同県ウイラブリー郡にあり、TK、TM 村の

起源とされるプータイの村を訪問し、植物利用や歴史に関して聞き取りをおこなった。

　なお本調査では、プータイのホームガーデンにおける植物利用に関しては、同じプータイ族を対象に、タイ、カー

ラシン県で行われた調査（2004　内田）の結果との比較が重要な目的の一つであった。しかし、後で詳しく述

べるが、カーラシン県の調査で対象とされた民族は、内田自身の記述に従えばラオスからナコンパンノム県に移

住して来たプータイ・ダムに由来しており、これは以下の記述等に示されているとおり、黒タイという別の民族

の可能性がある。Tai dam（黒タイ）と Phu thai dam は同じ民族であり、西北ラオスのダム川もしくはデーン川

の氾濫原のシプソン・チュタイに定住していた [Prachan Rakpong 2000，Center for Southeast Asian Studies of 

Northern Illinois 2006]。ビエンチャン王国のアヌ王がタイのチャクリ王朝に対して起こした反乱が鎮圧されて

以降、Phu thai dam（黒タイ）と Phu thai khao（白タイ）の人々は、東北タイのナコンパノム県の高地に定住

した[Suvit Yodmani 2006]。後述するが、黒タイは広義のプータイであり、サワンナケートの調査村のプータイ（狭

義のプータイに該当すると考えられる）とは、異なる民族として定義されている。これらのことから、カーラシ

ン県での調査結果とサワンナケート県での調査結果を単に同じ民族のものとして扱うことは難しい。確認のため

にも歴史の照合などのさらなる検討が必要であろう。そのため、2006 年度ではタイ、カーラシン県における再

調査を考えている。

５．調査結果

　ウイラブリー郡での調査は、2006 年度の調査のための予備的なものであったため、今回は言及しない。以下、

チャンポン郡での調査結果を示す。

１）調査村の生業

　村人のほとんどがイネを栽培する農家であり、家族の構成員の一部が雑貨商や教師や農業事務所の職員などの

公務員として働いている世帯はあるが、全く農業に従事していない世帯は、3 村の中にはほとんどない。

　天水田が中心で、平均すると 1.6t/ha ほどの収量があるが、洪水や干ばつが数年後ごとに起こるので、収量は

不安定で、そのほとんどが自家消費用として消費され、毎年のように収穫期前には米を買う世帯が多い。灌漑田

はまだ少ない。

　各世帯は、収入の不足を補い不測の事態に備えるために、（トラクターを持っていても）財産として水牛を飼

養する、庭に換金性の高いココナツやバナナなどを植える、子供をバンコクやビエンチャンなどに出稼ぎに出す

などの手段を講じている。
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２）プータイのホームガーデン

　プータイでは、ホームガーデンを son kho ( ラオ語では suan khua) とよぶ。sonとは ,「庭」、khoとは、「台所の」、

つまり「台所用の庭」という意味である。食用植物、建材、宗教的な意味合いのある植物、観賞用植物など、台

所用と呼ばれながらも son kho には 300 種を超えるさまざまな植物が栽培されている。今のところどの植物が、

そしてどのような利用が、プータイを特徴付けているのかは述べられない。ここでは、調査した世帯の son kho

からの植物の利用の概観を提示するにとどめる。

　son kho で栽培される植物は大きく分けると次の５つに分かれる。なお、植物の学名に関しては、『Checklist 

of Lao plant names』（Mike Callaghan 2004）を基準にした。

１）食用植物

　草本野菜、香辛料、樹木野菜、果樹、イモ類などからなり、栽培されている植物の大半を占める。主には自家

消費のために栽培されているが、一部の植物は換金を目的に栽培されていて、仲買人が買いに来たり、市場に売

りに行くこともある。

a. 草本野菜、香辛料

　草本野菜の中では、最も多く見られたのが、ヒメボウキ（Ocimun canum Sims）やレモングラス（Cymbopogon 

nardus Rendle/citrus (DC.) Stapf）などに代表されるレモンのような清涼感のある香りがする植物で、今回調査し

た 7 割以上の世帯で栽培され、主に自家消費用として食卓に上っていることがわかった。どちらも魚のスープな

どの臭みがあるものに用いて、におい消しの効果を期待したり、体の調子が良くなるなど薬としての効果も期待

して利用しているようである。また、ヒメボウキは、ナガササゲ（Vigna unguiculata (L.) Walp. ssp. unguiculata）

などと和えて、生で食べることも多い。辛味も好まれるため、トウガラシ（Capsicum species generally）は、7

割近い世帯で栽培され、いろいろな料理に用いられる。食事の際にはチェオという唐辛子味噌が欠かせず、さま

ざまな料理につけて食べられる。チェオはトウガラシなどを用いて各家庭で作られる。トマトを潰したチェオや

チローというコオロギの仲間をすり潰したチェオなどいくつかの種類がある。ニガウリ（Momordica charantia L.）

や Solanum stramonifolium Jacq などのナス科の苦味の強い植物も好まれ、約１/3 の世帯で栽培されていた。

b.　樹木野菜

　各村では、調査した 9 割以上の世帯において森からの樹木野菜を採取し、ほとんどの場合は自家消費してい

る。便利がいい、定着しやすいという理由で phak kha don (Careya sphaerica Roxburgh)　や phak sa mek (Syzygium 

gratum (Wt.) S.N.Mitra var.gratum)　などを森から son kho 内に移植し利用していることもある。son kho 内で栽

培され、よく利用されている樹木野菜は、ギンネム（Leucaena leucocephala de Wit）が最も多く、6 割以上の世帯

で栽培されている。その実をタムマックフーン（パパイヤサラダ）やラープ（肉とハーブの和え物）などと一緒

に生食する。キャッサバ（Manihot esculenta Crantz）は、葉を蒸して食べる。根はそのまま蒸したり、甘いスープ

にして食べる。これは、１/3 を超える世帯で栽培されている。また 2 割弱の世帯では、シロゴチョウ（Sesbania 

grandiflora (L.) Desv）を栽培し、花を蒸して食す。これら樹木野菜の多くは、苦味が強い。

　　　ホームガーデンで栽培されている植物、食卓に上る料理などを見てみると、苦味の強い樹木野菜や先に述

べたニガウリ（Momordica charantia L.）や Solanum stramonifolium Jacq などのナス科の苦味の強い草本野菜を食すな

ど、苦味の強いものに対する嗜好、味付けにライムを多用したり、アカアリを生やスープで、草本野菜やタケノ

コを漬物にして食すなど、酸っぱいものに対する嗜好、トウガラシを生で、また唐辛子味噌にして料理に付けて

食べるなど、辛いものに対する嗜好が強いことが窺がえる。

c.　果物

　　果物は重要な換金手段である。特にバナナやココナツは重要な換金作物で、個人で市場まで売りにいくこと

もあるが、たいていは村内・外の仲買人が買い付けに来る。バナナは７割弱の世帯で栽培されていて、他にも、

葉は食品の包装材として販売されることもある。また、茎は飼養している家畜の餌として利用される。

パパイヤ（Carica papaya L.）も７割弱の世帯で栽培されていて、まだ青い実をタムマークフン（パパイヤサラダ）

に、茎をタムマーククアイ（バナナの花のサラダ）にして食べることが多いが、一部は完熟させて果物として食

する。たくさん実ができれば売ることもある。グァバ（Psidium guajava L.）は、半分以上の世帯で栽培されている。

果物としての利用だけでなく、葉を煮出して、茶にして胃の調子を整える薬としても利用されている。
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d.　イモ類など

　ミツバドコロ（Dioscorea hispida Dennstedt）は、3 割以上の世帯で栽培されており、蒸して食べられる。昔は

水に浸して肌の色を白くする化粧としても用いられていた。しかし、肌が痒くなるなどの副作用もあり、現在で

はこの用途で用いられることはない。サツマイモ（Ipomoea batatas Lamk.）は、イモは蒸して、葉や若い茎は蒸す、

茹でる、スープにするなどして利用される。タロ（Colocasia. esculentum Schott）なども、自家消費用に栽培され

ている。その他、量的にはわずかであるが、ヤマノイモ属のいくつかの種類のイモが試しにホームガーデン内に

移植されることもある。

e. 薬用植物

　６割弱の家庭ではウコン（Curcuma longa L.）が栽培され、塊茎を揉んでその汁を利用することで、かゆみ止め

の効能を得ている。他にも、タカサゴギク（Blumea balsamifera (L.) DC.）なども葉のゆで汁を浴びることで、同じ

かゆみ止めの効用があるとされ、利用されている。シコウカ（Lawsonia inermis L.）は絆創膏の代用として利用さ

れる。胃のむかつきには kheeng dam という植物の塊茎を蒸して食べると良いとされ、栽培されている。このよ

うに、ホームガーデンに栽培されている薬草は、比較的軽微な症例に効果のあるものが多いようである。

　ＴＭ村に診療所があり、インタビューの際には、世帯内で病人が出たときに診療所を利用したことがあるかと

いう質問に、利用したことがあると答えた人は調査した調査村３村全世帯の 9 割にのぼった。薬草医を利用し

たことがあるかとの質問には 6 割程度が、ホームガーデンの薬草を利用したことがあるかとの質問には 4 割か

ら 5 割が、森から薬草を採取して利用したことがあるかとの質問には 4 割弱が、利用したことがあると回答した。

利用の累積回数も診療所が一番多く、疾病時の診療所の役割が大きいことがわかる。「最近は、使うのは診療所

の薬だけで、薬草はほとんど使わない。」という答えをインタビュー中に度々に耳にした。病気の治療において

薬草の利用価値が低下しているのかもしれない。

f. 観賞用植物

　サワンナケート、ビエンチャン、バンコクの市場から購入してきたり、それらを近所の人から譲り受けたりして、

実に様々な花やサボテンなどを栽培している。葉を鑑賞する植物も多い。新しく入手したものが多く、そのため

に名がつけられていないものが多い。近くの森から取ってくるランの仲間は、観賞用であるとともに、主にベト

ナム人などが来たときに高値で買ってもらうことを予想して、換金用に庭に植えつけているという場合も多い。

g. 宗教的な意味合いを持つ植物

　それぞれの村には仏寺があり、村人は現在上座部仏教を信仰している。各家々では、マリーゴールド（Tagetes 

patula L.）、アコン（Calotropis gigantea (L.) Dryander ex W.T.Aiton）、キバナキョウチクトウ（Hevetia peruviana (Persoon) 

K. Schumann）、インドソケイ（Plumeria acutifolia L.）などを栽培し、仏教行事の際に利用している。マリーゴー

ルドは花をタムマークトゥア（ナガササゲのサラダ）に付け合せて食べることがあるが、その他の植物は、宗教

上以外の用途はあまり無いようである。

h. その他

藍染め、

　プータイは、伝統としてアイ（Indigofera tinctoria L.）とワタを栽培して、糸を紡ぎ、染色し、衣服を仕立て、

着用していた。現在でも、アイやワタを栽培し、衣服に仕立てている世帯はあるが、若い世代を中心に市販の T

シャツなどを着用することが多くなったためか、少数である。この村の起源村にあたるウイラブリー郡のプータ

イ村では、藍だけでなく、マンゴーの樹皮や鉄さびなどを用いて多様な染物を作り上げていた。現在は、ランサー

ンカンパニーの支援を受けて、商業ベースに乗っているものなので、軽はずみな判断はできないが、その染色技

法がプータイ族の伝統に基づくものであれば、ラオス中南部におけるプータイ族の出自を探るうえで、面白い素

材となるのではないだろうか。

２）今後の調査の展望

　起源村となるウイラブリー郡での調査、調査村周辺にある他民族の村などの調査を通して、ラオス中南部に居

住するプータイの植物利用の多様性を明らかにするとともに、プータイ本来の植物利用をさぐる。また、カーラ

シン県のプータイ・ダムを言語や出自の面から再調査し、同じプータイとして比較できるのか検討する。
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６．民族の概要

（１）タイ系諸族の歴史

　タイ系諸族の起源に関しては詳しいことはまだはっきりとしていない。アルタイ山脈付近や中国の長江南部流

域などを起源とし、中国の圧力により次第に南進、紀元前にはすでに現在の雲南省にあたる地域に居住していた

といわれている。8 世紀半ばには雲南省の 海地区にチベット・ビルマ語族の王国南詔が建国される。中国や南

詔国の圧力を受け、このころからタイ系諸族の東南アジア大陸部への移動が本格化し始めたという。13 世紀に

なると、元のフビライ・カーンが雲南に侵攻してくる。この時期、東南アジア大陸部ではクメールのアンコール

朝が分裂し衰退を始め、ビルマ人のパガン朝ビルマは元の侵攻を受けて滅亡し、東南アジア大陸部には大きな政

治的空白が生じる。この元による雲南侵攻による圧力と東南アジアの政治的空白などをきっかけに、タイ系諸族

の南下は加速する。13 世紀から 14 世紀にかけて、タイ系諸族は東南アジア大陸部に広く分散し、北は雲南シ

プソーン・パンナーのチェンルン（現在の景洪）、東は北ラオスのシェントーン（ルアン・プラバーン）、ベトナ

ム北西部のシプソン・チュタイ（ディエン・ビエン・フー周辺）、西は北ビルマ・シャン高原のチャイントゥン（ケ

ントゥン）、さらに西にインド・アッサム州など、広い範囲にタイ系諸族の王国が成立することとなる。

　（２）プータイ（Phu thai）とは　

　① 広義のプータイ

　李方桂（1960）の分類によると、プータイはタイ ･ カダイ語族南西タイ諸語に属するタイ系諸族のひとつで

ある。1995 年に出されたラオスの国勢調査によると、Lao･　Seak・Lue・Phu thai という４つの大きなタイ系

諸族の下位グループのうち、Phu thai とは前３者いずれにも含まれない集団の総称と定義されていた [Joachim 

schliesinger　2003] 。それ以前にも、Phu thai と言う語は Phu ＝人 Thai= タイ系の、つまり Phu thai=「タイ

系の人」という意味で広く捉えられてきた。それは、それぞれが独自の言語を持つタイ系のさまざまな集団（黒

タイ・白タイ・赤タイなど）が自分たちのことを Phu thai と呼んでいること　[Chamberlain,James R 1983]、

また、Phu= 山、Phu thai ＝「高地に住むタイ系の民族」の意味で捉え、言葉や習慣が違っているタイ系諸族同

士であっても、住む場所が高地であるという理由でそれらを総称してプータイとして記述していること多かった

[Joachim schliesinger 2003] ことなどにも表れている。

② 狭義のプータイ

　これらにあてはまるプータイを広義のプータイとすると、その中には黒タイ、白タイなどもプータイに含ま

れ、ベトナムやラオス、タイに広く分布し、ラオスにおいてその人口は 472,458 人である [National statistical 

center 1995]。しかし同時に、この広義のプータイ族の中にも慣習において、伝統において、また他のタイ系諸

語とははっきりと区別できる特徴を持ったプータイ語を話すなどの点において、共通した特徴を持つグループ（狭

義のプータイとする）がいることも以前から明らかであった。しかし、このグループを他と区別する際に用いら

れる呼称もたいていはプータイであった。そのために、プータイという語が用いられた際、その指す意味の範

囲がわかりにくいということはラオスの民族を研究している人たちや政府の中でも意識されていたようである。

2005 年にラオスで出された報告書 [Department of ethnics in Lao National Front for Construction 2005] では、

ラオスにおけるタイ系諸諸族の分類法が新しくなり、広義のプータイから、黒タイや白タイなどの、狭義のプー

タイではないグループを切り離し、それらを新たに創った Tai という分類への分けなおしがおこなわれている。

以下、狭義のプータイを中心に述べていく。

　狭義のプータイの起源に関しては、その集団が最近ラオ文字を受容した以前には、文字を持っていなかった

こともあって、詳しい文字資料はほとんど無い。9 世紀末までに広西チワン族自治区からベトナム北西部のシ

プソン・チュタイに移住してきたタイ系民族と漢民族の混血集団だという説はあるようだ [Joachim schliesinger 

2003] が、その根拠は示されていない。

　現在は、タイでは東北タイのナコンパノム県、ラオスでは中部のカムムアン県やサワンナケート県、ベトナム

では中部のゲアン省などを中心に分布している。ラオスでの人口は、1999 年段階で 15,000 人以下であろうと

いう試算がある。[Joachim schliesinger　2003]

③　プータイ語の特徴から
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③－１. 近隣のタイ系諸言語との比較の中から

　2004 年、ラオスのサワンナケート県に北接するカムムアン県のナカイ郡において、そこに居住するほぼ全て

の８つのタイ系諸族（Lao, Kaleung, Tai Bo, Phu Thai, Tai Moei, Tai daeng, Tai Men, Seak）の言語調査がおこな

われた。[NTPC 2005]

　その報告書に記載されたそれらの民族における単語の発音対照表を資料として用いて、ラオ語と比較してみる

と、プータイ語の発音には次のような特徴が見られた。

　二重母音 ua が o または oo、 a が と置き換わっている。まったく同じラオ語とプータイ語間の音の関係

性は、今回調査をおこなったサワンナケート県のプータイの村 3 村にも等しく見られた。

　 サワンナケートの調査村では、このほかの単語でもラオ語とプータイ語の間に、

α .ua が o または oo

kuay （バナナ）　が koi

phua　( 夫 )　が phoo

β . a が

h an　（家）　が h n

l at ( 血 )　が　l t

l ay　l ay　( いつも )　l ｙ l ｙ

という関係性があることが、この母音を含む多くの言葉で確認できた。

　もう一度対照表を参照すると、他の 6 つのタイ系言語は、水牛，頭，トラのいずれの単語も Seak 語を除い

てラオ語とまったく同じ発音 (ngua, hua, s a) をしている。プータイ語と同じように、ラオ語の二重母音

ua が oo もしくは o, そして、 a が   という関係性を持っている単語は一つも見ることができない。そ

して、Seak 語は、発音はラオ語と異なるものの、プータイ語の発音との共通性はまったく見られない（ngao, 

maakkrao, kuuk）。

 対照表に記載されている他の単語に関して音の関連性を調べてみても、これらのタイ系諸語には、プータイ語

との系統の近さを指し示すような特徴をほとんど確認することはできなかった。

③－２他のタイ系諸言語との類似性について

　麗澤大学大学院言語教育研究科 1998 年度海外現地調査報告書では、北タイでタイ系諸語ルー語の言語調査を

し、現在タイ国の標準語であるタイ語（誤解をまねかないように、以下シャム語と記す）と比較した結果が書か

れている。Hartmann によれば、ルー語は中国、ミャンマー、ラオス、ベトナム、タイの５カ国に分布するとされる。

中国では雲南省西双版納 族自治州を中心に分布し、ミャンマーではシャン州、ラオス・ベトナム・タイではそ

れぞれ北部地域に分布するとされる [Hartmann 1976]。先述の報告書によると、ルー語には二重母音がない、シャ

ム語の二重母音は ia ,  a, ua の３種であるが、ルー語ではそれぞれ、長母音 ee,  , oo に対応すると書かれて

いる。これを、『濁流と満月 タイ民族史への招待』に記載されているタイ語群対照表 [ 星野 1990] などにも照ら

して検証すると、
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となり、uaと o,  a と の対応関係が確認できる。

ia と ee の関連性に関しても、同じことが言える。

　今回確認はできなかったが、Gedney [Gedney 1964] によれば、同じ対応関係が白タイ語にも見られるそうで

ある。

　ビルマのマオシャン語、インドのアッサム地方に分布するカムティ語などにもプータイ語と同じようにラオス

語との間にuaとo、 a と 、ia と e の対応が見られる。

　また、音節頭子音のうち、シャム語の低子音の無声有気閉鎖音が、無気音に対応するのが、南西タイ諸語のう

ちタイ国のタークからウタラデットを結ぶ線以北の諸言語に共通する特徴であるとされ、タイ北部からミャン

マーシャン州、雲南省南部に分布する南西タイ諸語に共通してみられる特徴である [ 坂本ら　1998] とある。つ

まり、シャム語で、各音節の最初に現れる子音のうち ph（ ）、ｔｈ（ ）、ｋｈ（ ）で発音される

言葉は、これらの地域ではｐ，ｔ，ｋで発音されるということだが、これまでのところ、先述の報告書 [NTPC 

2005] や調査地でのプータイ語にはこれらの特徴は確認することができなかった。
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③－３　まとめ

　これらのことから、ラオス中南部におけるプータイ語は、ラオス語との間に ua と o、 a と 、ia と e の対

応が見られる点でラオ語（シャム語も共通）や付近のタイ系諸語と異なる。ラオス中南部のプータイ語と同じ特

徴は、ルー語、白タイ語などベトナム西北部、ラオス北部、雲南省などの北方の言語にみられる。また、ラオス

中南部のプータイ語へのラオ語の影響は大きくないこと、起源の古い村（1 ７C ～）がベトナムとの国境に近い

ことなどから総合すると、プータイは北方からベトナム国境付近沿いに、もしくはベトナム国内を南下してきた

可能性は高い。

　また、低子音の無声有気閉鎖音が無気音に対応する特徴はもたないので、タイ北部からミャンマーシャン州、

雲南省南部より南の地域（例えば、先掲の説のようにベトナム北西部など）にかつて狭義のプータイ族のセンター

があった可能性はある。
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Abstract

     Definition of Phu thai, a kind of Thai group, has been ambiguous for a long time. This research started from 

revealing why this definition has been so ambiguous. Phu thai has two meanings: one is a name for a specific 

group in which people speak Phu thai language. The other is a name for upper unit of the group, which contains 

some specific groups.

      This research aims to certify the ethnological background and social and ecological environment of Phu thai 

in Savannakhet province in middle-south part of Lao P.D.R. Investigations was carried out by examining plant 

usage and its relation to their life style.
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